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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ａ
ｆ
ｆ
ｉ
ｌ
ｉ
ｚ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
―
ア
ッ
フ
リ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
８
０
０
Ｄ

【
作
者
名
】

　
茂
間
ふ
み

【
あ
ら
す
じ
】

　
和
田
家
５
姉
弟
と
謎
の
美
少
女
。
愛
と
血
に
苦
し
む
こ
の
血
は
・
・
。
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
１
 

Ａ
ｎ
ｒ
ｉ
―
双
葉
―
（
前
書
き
）

和
田
家
の
一
族
、
長
男
長
女
の
双
子
。
仲
良
く
学
校
に
通
っ
て
い
る
様
子
だ
け

ど
？
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
１
 

Ａ
ｎ
ｒ
ｉ
―
双
葉
―

ガ
ヤ
ガ
ヤ

　
　
　
ガ
ヤ
ガ
ヤ

や
っ
ぱ
り
休
み
時
間
や
放
課
後
は
う
る
さ
い
な
―
と
和
田
安
里
は
思
っ
た
。

「
ね
ぇ
千
里
！
さ
っ
さ
と
や
っ
て
よ
！
あ
た
し
が
帰
れ
な
い
で
し
ょ
っ
！
」

と
な
り
の
ク
ラ
ス
か
ら
誰
が
聞
い
て
も
ム
カ
つ
く
声
が
聞
こ
え
る
。

万
屋
夏
菜
子
―
ヨ
ロ
ズ
ヤ
カ
ナ
コ
―
可
愛
い
名
前
も
無
駄
で
、
顔
も
中
も
学
校

一
悪
い
ア
イ
ツ
の
声
。

万
屋
夏
菜
子
は
隣
町
に
あ
る
高
級
ホ
テ
ル
を
運
営
し
て
い
る
父
親
が
い
る
か
ら
、

学
校
一
お
金
持
ち
。
―
安
里
達
の
家
を
除
い
て
。

「
夏
菜
子
！
何
や
っ
て
ん
の
よ
！
ま
た
千
里
に
漬
け
込
ん
で
！
自
分
で
で
き
な

い
お
嬢
様
ぶ
っ
て
る
の
？
バ
カ
み
た
い
ね
。
」

夏
菜
子
に
い
っ
て
や
っ
た
。
夏
菜
子
は
固
ま
っ
て
る
。

「
安
里
、
い
い
ん
だ
よ
。
男
だ
か
ら
、
僕
は
。
」

千
里
―
双
子
の
弟
で
あ
る
。

優
し
す
ぎ
て
バ
カ
だ
。
呆
れ
る
ぐ
ら
い
に
。

そ
し
て
―
ち
っ
ち
ゃ
く
て
。

小
六
だ
け
ど
、
１
３
２
・
・
。
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私
１
６
６
。
な
ん
で
だ
ろ
う
？

可
愛
い
か
ら
モ
テ
る
。
本
人
は
気
付
い
て
な
い
み
た
い
。
馬
鹿
に
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
。

「
帰
ろ
う
、
千
里
。
」

万
屋
夏
菜
子
を
見
て
い
る
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
の
で
帰
る
。

「
ね
ぇ
、
安
里
。
僕
た
ち
全
然
似
て
な
い
よ
ね
。
も
し
か
し
て
僕
拾
わ
れ
た
子

と
か
？
あ
は
は
は
。
」

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
わ
よ
！
だ
っ
て
私
は
マ
マ
似
で
、
千
里
は
パ
パ
似
な
だ
け

だ
よ
！
・
・
身
長
以
外
は
ね
。
」

「
そ
っ
か
。
で
も
差
ぁ
ヒ
ド
イ
な
。
僕
、
小
学
校
卒
業
ま
で
は
せ
め
て
５
セ
ン

チ
差
に
な
る
と
思
っ
て
た
の
に
。
そ
の
小
学
校
卒
業
が
来
週
だ
も
ん
な
ぁ
。
」

身
長
に
は
差
が
あ
る
け
ど
、
私
達
に
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
縁
が
あ
る
。
多
分

き
っ
と
・
・
。
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ね
ぇ
千
里
？

覚
え
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

私
が
つ
け
て
い
る
ヘ
ア
ピ
ン
と
鍵
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
貴
方
が
く
れ
た
ん
だ
よ
。
こ

れ
も

「
つ
な
が
り
」
だ
よ
ね
。

私
は
貴
方
を
立
派
な
人
っ
て
思
っ
て
る
。

弟
と
は
思
わ
な
い
。

だ
っ
て
、
一
人
の
人
だ
も
ん
。

身
長
は
確
か
に
私
の
方
が
高
い
。

成
績
だ
っ
て
少
し
、
私
の
方
が
い
い
。

で
も
。
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
な
の
に
に
こ
に
こ
で
き
る
千
里
。

私
以
上
に

「
立
派
な
人
」
な
千
里
。

私
は
そ
ん
な
千
里
み
た
い
な
人
に
な
れ
る
の
か
な
ぁ
。
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
１
 

Ａ
ｎ
ｒ
ｉ
―
双
葉
―
（
後
書
き
）

優
し
い
千
里
の
身
に
、
な
に
が
起
き
る
！
？
次
回
は
双
子
編
の
主
要
人
物
が
沢

山
出
て
き
ま
す
。
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
２
 

Ｓ
ｅ
ｎ
ｒ
ｉ
―
変
化
―
（
前
書
き
）

い
よ
い
よ
、
双
子
編
の
主
要
人
物
が
出
揃
い
ま
す
。
千
里
の
友
人
と
は
？
謎
の

美
少
女
・
イ
ズ
ミ
と
父
親
・
惣
司
の
関
係
と
は
！
？

ソ
ウ
ジ
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
２
 

Ｓ
ｅ
ｎ
ｒ
ｉ
―
変
化
―

「
千
里
ー
朝
だ
よ
っ
！
早
く
早
く
！
」

安
里
の
声
だ
。

結
局
身
長
は
伸
び
な
か
っ
た
し
、
成
績
も
少
し
安
里
の
方
が
上
だ
。
ち
な
み
に

す
ぐ
下
の
妹
・
樹
里
よ
り
も
僕
は
小
さ
い
。

「
ふ
ぁ
ぁ
あ
あ
・
・
。
そ
う
だ
、
今
日
卒
業
式
！
自
覚
な
い
な
ー
。
」

今
日
で
慣
れ
親
し
ん
だ
小
学
校
と
も
さ
よ
な
ら
だ
。

「
セ
、
千
里
。
」

万
屋
さ
ん
だ
。
い
つ
も
僕
は
こ
き
つ
か
わ
れ
る
。
今
日
は
な
ん
だ
ろ
？
肩
も
み

と
か
？

「
あ
、
あ
は
、
も
う
卒
ギ
ョ
ネ
、
こ
、
こ
れ
あ
げ
る
わ
、
喜
び
な
さ
い
、
オ
ヘ

ヘ
ヘ
・
・
。
」

混
乱
と
は
こ
の
コ
ト
だ
な
ぁ
。

く
れ
た
の
は
、
小
さ
な
花
束
。
僕
は
も
ら
っ
た
弾
み
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

落
と
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
。
気
付
か
な
か
っ
た
。

の
ち
に
、
こ
れ
は
万
屋
さ
ん
の
告
白
だ
っ
た
こ
と
を
後
で
し
る
。

　
　
今
～
こ
そ
～
別
れ
め
～

　
　
　
　
い
ざ
～
さ
ら
～
ば
～
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グ
ス
っ
グ
ス
っ
・
・
。

　
　
ま
た
な
！

　
今
度
い
つ
遊
ぶ
～
？

ほ
と
ん
ど
は
笑
っ
て
い
る
。
多
少
は
泣
い
て
る
人
も
い
る
け
ど
。

や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
公
立
に
い
く
か
ら
、
別
れ
に
実
感
が
な
い
ん
だ
ろ
う
か
。

僕
も
、
軽
く
思
っ
て
た
。

中
学
が
運
命
を
変
え
た
コ
ト
を
知
る
ま
で
は
。

「
安
里
ー
！
早
く
ー
！
」

「
・
・
・
・
今
日
か
ら
中
学
生
・
・
。
初
め
て
の
電
車
通
学
、
初
め
て
の
別
学
、

初
め
て
づ
く
し
、
よ
ね
。
」

「
そ
う
だ
ね
。
」

入
学
式
が
終
わ
っ
て
教
室
に
入
り
、
仲
良
く
な
っ
た
、
ア
ツ
シ
こ
と
村
田
ア
ツ

シ
、
ソ
ウ
こ
と
山
田
颯
太
で
話
し
て
い
た
。

ソ
ウ
タ

「
お
っ
し
！
昼
の
チ
ャ
イ
ム
な
る
ま
で
自
由
時
間
！
」

担
任
の
円
山
太
郎
先
生
（
３
１
）
が
い
っ
た
。
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「
な
あ
、
ア
ツ
シ
、
お
前
姉
さ
ん
い
る
ん
だ
っ
て
？
」

ソ
ウ
が
言
っ
た
。

「
い
る
ぜ
。
頭
悪
い
け
ど
。
千
里
は
？
」

「
双
子
の
姉
が
い
る
よ
。
多
分
し
ば
ら
く
し
た
ら
来
る
と
思
う
。
約
束
し
た
か

ら
。
」

『
わ
っ
ひ
ょ
ー
！
』

２
人
は
な
ん
か
喜
ん
で
い
る
様
だ
。

「
な
、
な
ん
だ
よ
・
・
。
」

ガ
ラ
ッ

凄
い
大
き
な
音
が
し
て
、
女
の
子
（
大
体
は
ギ
ャ
ル
っ
ぽ
い
）
が
入
っ
て
き
た
。

『
ね
ぇ
！
名
前
な
ん
て
言
う
の
？
教
え
て
ー
！
！
』

「
村
田
ア
ツ
シ
！
よ
ろ
し
く
な
。
」

「
俺
は
、
山
田
ソ
ウ
タ
。
〈
颯
太
〉
っ
て
書
い
て
ソ
ウ
タ
な
。
」

「
・
・
あ
。
僕
は
千
里
ね
。
ア
ハ
ハ
・
・
。
」
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「
千
里
ク
ー
ン
！
こ
っ
ち
向
い
て
ー
！
」

「
え
？
」

☆
カ
シ
ャ
☆

『
キ
ャ
ー
ち
ょ
う
だ
ー
い
！
』

「
メ
ア
ド
教
え
て
ー
！
」

「
千
里
ク
ン
っ
て
結
構
女
子
部
で
有
名
だ
よ
～
！
」

乗
り
気
な
２
人
狙
い
で
は
な
く
、
僕
だ
っ
た
の
？
２
人
と
も
カ
ッ
コ
い
い
の
に

な
。

「
ね
ぇ
、
安
里
知
ら
な
い
？
和
田
安
里
？
」

「
さ
ぁ
～
？
成
績
良
さ
そ
う
だ
っ
た
か
ら
ミ
ン
ナ
で
学
級
委
員
や
ら
せ
た
か
ら
、

先
生
と
い
る
ん
じ
ゃ
な
ー
い
？
ぜ
っ
た
ー
い
イ
ン
テ
リ
っ
ぽ
い
し
ぃ
～
！
千
里

く
～
ん
、
な
に
？
ア
イ
ツ
狙
い
な
の
？
や
め
な
よ
、
フ
・
ツ
・
リ
・
ア
・
イ
！

だ
っ
て
の
！
」

『
キ
ャ
ハ
ハ
ハ
！
ミ
ナ
ミ
ナ
イ
ス
！
』

ぶ
っ
ち
ゃ
け
、
引
き
ま
す
、
あ
な
た
達
。

ガ
ラ
ッ
！
！

ミ
ナ
ミ
さ
ん
達
よ
り
も
、
大
き
な
音
を
立
て
て
扉
が
開
い
た
。
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「
ち
ょ
っ
と
来
て
。
」

手
首
を
捕
ま
れ
、
女
の
子
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
力
で
ひ
っ
ぱ
ら
れ
た
。

「
エ
ー
千
里
ク
ン
行
っ
ち
ゃ
う
の
ぉ
？
な
ら
イ
イ
、
コ
イ
ツ
ラ
き
ょ
ー
み
ナ
イ

も
ん
！
い
こ
っ
！
」

バ
タ
バ
タ
・
・
。

ミ
ナ
ミ
さ
ん
達
も
教
室
か
ら
出
て
く
。

「
な
ぁ
、
ソ
ウ
。
ア
イ
ツ
ら
な
に
？
そ
れ
よ
り
千
里
い
き
な
り
告
ら
れ
る
の
か

？
い
い
な
ー
あ
ん
な
美
女
！
」

「
え
？
オ
レ
は
さ
っ
き
の
女
の
子
達
の
方
が
好
み
だ
け
ど
。
」

バ
タ
バ
タ
！

「
あ
の
！
あ
な
た
達
、
千
里
と
仲
良
く
し
て
た
よ
ね
？
」

「
お
ぅ
。
千
里
は
愛
の
コ
ク
ハ
ク
さ
れ
に
行
っ
た
よ
。
・
・
て
か
、
君
も
千
里

狙
い
？
い
い
ね
ー
千
里
ク
ン
は
。
な
ぁ
、
ソ
ウ
。
」

「
私
は
千
里
の
姉
で
す
け
ど
。
」

『
え
！
？
似
て
な
い
！
？
二
卵
性
！
？
』
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そ
の
美
女
は
屋
上
ま
で
引
っ
張
っ
た
。
や
っ
と
手
を
放
し
た
瞬
間

「
ア
ン
タ
和
田
惣
司
の
息
子
よ
ね
？
そ
っ
く
り
だ
も
の
ね
ぇ
？
え
？
」

凄
い
形
相
で
睨
ん
で
き
た
。

よ
く
み
れ
ば
、
美
女
は
個
性
的
な
格
好
を
し
て
い
る
。

こ
の
学
園
で
は
、
女
子
に
リ
ボ
ン
タ
イ
の
制
服
が
人
気
の
は
ず
な
の
に
、
ネ
ク

タ
イ
だ
し
。
多
分
女
子
だ
け
み
れ
ば
こ
の
人
だ
け
。

そ
れ
に
、
歩
い
た
ら
見
え
そ
う
な
ぐ
ら
い
ス
カ
ー
ト
が
短
い
。

さ
ら
に
美
女
は
驚
く
こ
と
に
ま
っ
す
ぐ
な
金
髪
・
青
い
目
・
白
い
肌
。
だ
け
ど

日
本
人
の
顔
。
す
ご
く
、
ス
タ
イ
ル
が
い
い
。
身
長
は
安
里
（
１
６
６
）
よ
り

も
大
き
い
。
１
７
０
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
？

美
女
は

「
取
り
乱
し
て
ご
め
ん
な
。
オ
レ
は
牧
原
和
泉
だ
。
・
・
お
前
も
顔
が
気
に
な

マ
キ
ハ
ラ
イ
ズ
ミ

る
か
。
ハ
ー
フ
だ
。
」

「
あ
、
ご
め
ん
。
僕
は
、
千
里
。
和
田
千
里
。
牧
原
さ
―
」

「
そ
ん
な
の
し
っ
て
い
る
！
！
」

「
え
―
・
・
。
」

「
お
前
は
、
自
分
の
父
親
が
犯
し
た
罪
を
受
け
入
れ
る
自
信
は
あ
る
か
！
？
オ

レ
が
聞
き
た
い
の
は
そ
れ
だ
け
だ
！
」
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「
・
・
そ
ん
な
」

「
言
え
！
」

「
・
・
わ
か
っ
た
。
・
・
・
・
父
さ
ん
が
な
に
を
し
た
か
は
知
ら
な
い
。
で
も

受
け
入
れ
た
い
！
生
き
て
い
れ
ば
多
分
知
る
事
だ
ろ
う
し
。
な
ら
、
今
聞
き
た

い
。
」

「
わ
か
っ
た
。
お
前
の
父
親
は
―
」

「
何
？
」

父
さ
ん
。

何
で
そ
ん
な
こ
と
し
た
ん
だ
よ
。

涙
で
る
じ
ゃ
ん
か
。
は
は
。

父
さ
ん
は
一
人
の
人
だ
。

だ
け
ど
父
さ
ん
は
一
人
を
人
と
し
て
見
て
き
た
の
か
な
ぁ
？
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
２
 

Ｓ
ｅ
ｎ
ｒ
ｉ
―
変
化
―
（
後
書
き
）

い
よ
い
よ
、
次
回
は
カ
ギ
と
な
る
イ
ズ
ミ
と
惣
司
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
ま

す
。
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
３
 

ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｉ
―
黒
幕
―
（
前
書
き
）

い
よ
い
よ
と
謎
の
美
少
女
・
和
泉
と
の
関
係
が
解
か
れ
ま
す
。
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
３
 

ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｉ
―
黒
幕
―

オ
レ
、
最
低
だ
。

罪
の
な
い
ヤ
ツ
を
責
め
て
い
る
。

コ
イ
ツ
じ
ゃ
な
く
て
、
コ
イ
ツ
の
父
親
が
悪
い
だ
け
な
の
に
・
・
。

で
も
最
低
最
悪
な
オ
レ
は
、
勝
手
に
口
が
動
く
。

「
お
前
は
、
自
分
の
父
親
が
犯
し
た
罪
を
受
け
入
れ
る
自
信
は
あ
る
か
！
？
オ

レ
が
聞
き
た
い
の
は
そ
れ
だ
け
だ
！
」

と
。

和
田
千
里
は
、
わ
か
っ
た
。
受
け
入
れ
る
。
と
答
え
た
。

驚
く
だ
ろ
う
。
オ
レ
な
ん
か
と
、
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異
母
兄
妹
な
ん
だ
か
ら
。

「
お
前
と
オ
レ
は
兄
妹
だ
。
」

あ
っ
ち
は
驚
い
て
い
る
。
当
た
り
前
だ
が
。

「
母
親
―
ま
り
あ
―
と
、
お
前
の
父
親
―
惣
司
―
は
同
級
生
だ
っ
た
。
中
学
か

ら
の
親
友
だ
っ
た
ら
し
い
。
お
前
の
父
親
が
関
係
を
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
し
た
。
」

空
気
が
重
い
。

「
惣
司
君
、
な
に
青
く
な
っ
て
る
の
？
寒
い
よ
、
早
く
教
室
に
入
ろ
？
」

「
な
ぁ
、
ま
り
あ
・
・
。
聞
い
て
く
れ
る
か
？
ハ
ハ
・
・
。

オ
レ
、
オ
レ
・
・
あ
ん
な
に
尽
し
た
の
に
、
あ
ん
な
に
尽
し
た
の
に
・
・
っ
！

！
ぅ
わ
あ
あ
あ
あ
！
！
何
で
！
フ
ラ
れ
た
ん
だ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

「
・
・
惣
司
君
の
よ
さ
を
分
か
る
人
が
、
き
っ
と
あ
ら
わ
れ
る
わ
。
絶
対
！
そ

れ
に
女
の
子
は
た
く
さ
ん
い
る
わ
・
・
。
」

「
・
・
女
の
子
、
た
く
さ
ん
・
・
・
・
・
・
」
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『
聞
い
て
聞
い
て
！
彼
氏
で
き
た
～
。
な
ん
と
あ
の
和
田
君
！

医
学
部
の
超
イ
ケ
メ
ン
！
入
学
以
来
ず
っ
と
ミ
ス
タ
ー
の
！
』

『
ア
レ
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
よ
・
・
。
相
当
の
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
だ
よ
。
い
い

噂
聞
か
な
い
じ
ゃ
ん
。
』

『
え
～
本
当
？
な
ん
か
シ
ョ
ッ
ク
～
。
』

「
最
近
、
み
ん
な
惣
司
君
の
悪
口
ば
か
り
。
」

私
は
昔
か
ら
、
惣
司
君
が
好
き
だ
っ
た
。

金
髪
の
ロ
ン
グ
。
し
か
も
軽
め
の
天
パ
。
自
毛
な
ん
だ
け
れ
ど
。

や
っ
ぱ
り
中
学
の
先
輩
達
に
目
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

誰
も
か
ば
っ
て
く
れ
な
い
。

先
生
に
も
見
放
さ
れ
、
友
達
は
離
れ
て
い
っ
た
。
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あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
イ
ジ
メ
を
受
け
て
い
た
。

カ
シ
ャ
ッ
・
・

あ
れ
・
・
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
。
先
輩
は
気
付
い
て
な
い
。

「
ヤ
バ
く
ナ
イ
？
ウ
チ
ら
見
付
か
り
そ
う
ナ
ン
ダ
ケ
ド
。
コ
イ
ツ
の
せ
い
で
！
」

「
コ
イ
ツ
、
自
慢
気
に
ス
ー
パ
ー
ロ
ン
グ
だ
し
。
」

・
・

「
切
っ
ち
ゃ
え
！
オ
ラ
！
」

ド
ン
！

　
　
カ
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
シ
ャ

ザ
キ
ザ
キ
・
・

次
の
日
。
や
け
に
雨
が
激
し
か
っ
た
な
。

ガ
ヤ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
・
・
。

校
内
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
が
出
た
の
か
な
？

職
員
室
前
に
み
ん
な
集
ま
っ
て
る
。
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「
あ
・
・
」

「
本
人
の
ゴ
ト
ウ
ジ
ョ
ウ
じ
ゃ
ん
。
」

校
内
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
が
出
て
い
た
け
ど
そ
の
内
容
は
私
へ
の
イ
ジ
メ
レ
ポ
ー
ト
。

「
牧
原
さ
ん
・
・
だ
よ
ね
？
時
間
あ
る
か
？
」

新
聞
委
員
の
和
田
惣
司
君
。

顔
と
頭
が
い
い
し
、
ク
ー
ル
な
の
に
ス
ポ
ー
ツ
も
出
来
る
か
ら
モ
テ
て
る
人
。

「
あ
れ
貼
っ
た
の
オ
レ
だ
か
ら
。
」

「
え
・
・
。
」

「
こ
の
学
校
イ
ジ
メ
な
い
の
で
有
名
だ
っ
た
の
に
な
ぁ
～
。
兄
ち
ゃ
ん
が
言
う

に
は
。
正
義
感
っ
ぽ
い
の
が
先
に
動
い
ち
ゃ
っ
た
。
・
・
ご
め
ん
な
。
」

「
う
う
ん
、
助
か
っ
た
よ
！
あ
り
が
と
う
！
」

こ
れ
以
来
好
き
だ
っ
た
の
に
。
ク
ー
ル
だ
と
思
っ
た
ら
、
意
外
に
熱
い
貴
方
に
。

―
５
ヶ
月
後
―

す
っ
か
り
惣
司
君
へ
の
思
い
は
消
え
て
、
ま
っ
た
く
話
さ
な
く
な
っ
た
。
あ
っ

ち
は
何
も
言
わ
な
い
。

４
ヶ
月
前
か
ら
告
白
さ
れ
て
、
彼
氏
が
い
る
し
。

最
初
は
迷
っ
て
た
け
ど
、
今
は
彼
の
事
が
好
き
。
そ
ん
な
時
、

「
ま
り
あ
っ
！
今
日
飲
み
に
い
か
ね
？
オ
レ
い
い
ト
コ
見
付
け
た
ん
だ
け
ど
。
」
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「
・
・
あ
る
の
？
大
丈
夫
か
な
ー
。
」

「
わ
ぁ
、
本
当
だ
。
す
ご
く
お
洒
落
！
惣
司
君
が
見
付
け
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ

な
い
ぐ
ら
い
。
」

「
最
後
は
余
計
。
」

私
達
は
、
昔
に
戻
っ
た
よ
う
に
、
他
愛
の
な
い
話
し
ば
か
り
し
て
た
。

戻
っ
て
な
い
。

「
ま
り
あ
。
聞
い
て
く
れ
る
か
？
」

「
何
？
改
ま
っ
て
。
」

「
オ
レ
、
や
っ
と
気
付
い
た
。
お
前
の
コ
ト
が
・
・
・
・
」

沈
黙
。

「
好
き
だ
。
」
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あ
れ
で
私
の
中
か
ら
惣
司
君
へ
の
思
い
が
ぶ
わ
っ
と
ま
た
出
て
き
て
。

理
性
が
欲
を
押
さ
え
ら
れ
な
く
て
。

ウ
ワ
キ
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

Ｒ
Ｒ
Ｒ
・
・
Ｒ
Ｒ
Ｒ
・
・

ガ
チ
ャ
っ

「
あ
、
惣
司
君
？
山
に
ド
ラ
イ
ブ
？
い
い
ね
！
行
こ
う
！
」

「
山
は
植
物
が
綺
麗
だ
ね
。
・
・
あ
れ
？
雲
行
良
く
な
い
な
。
大
丈
夫
か
な
？
」

「
・
・
・
。
」

「
惣
司
君
？
」

ポ
ツ
。
ポ
ツ
。

ザ
ア
ア
ア
！
！

急
に
ひ
ど
く
な
っ
た
。
な
ん
で
？

―
台
風
並
の
激
し
い
嵐
に
―
―
ザ
ー
―
・
・
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「
ね
ぇ
、
帰
・
・
」

ガ
ッ
シ
ャ
ン
！
！

え
？
ド
ア
が
開
い
・
・
て
る
。

ま
さ
か
、
ガ
ケ
か
ら
落
ち
―
―
―

「
イ
ヤ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
」

目
が
覚
め
る
と
、
病
院
だ
っ
た
。

「
惣
・
・
司
君
？
」

「
オ
レ
は
軽
傷
で
す
ん
だ
。
・
・
も
う
お
前
と
は
お
別
れ
だ
。
」

「
な
・
・
な
ん
で
？
」

「
オ
レ
に
は
、
恵
子
が
い
る
。
」

「
・
・
は
？
」
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「
恵
子
・
・
妻
だ
。
心
配
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
、
仲
が
よ
か
っ
た
お
前
と

関
係
を
持
っ
た
。

―
知
ら
な
い
け
ど
、
本
気
に
な
っ
ち
ま
っ
た
。
本
当
は
夜
逃
げ
し
よ
う
と
し
た
。

―
―
も
う
目
が
覚
め
た
。
オ
レ
は
妻
と
子
供
達
の
モ
ノ
だ
。

―
―
ほ
ら
金
。
一
億
。
十
分
だ
ろ
？
お
前
は
生
き
る
の
が
や
っ
と
だ
そ
う
だ
。

―
―
じ
ゃ
あ
な
。
」

―
―
ア
ッ
チ
モ
ヨ
ク
ノ
タ
メ
ニ
？

コ
レ
ハ
バ
チ
―
―
―
？

「
う
わ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ん
！
！
」

私
に
は
も
う
何
も
残
っ
て
な
い
。

３
時
間
ぐ
ら
い
た
っ
た
の
か
な
？

「
ｍ
ａ
ｍ
ａ
？
」

「
ま
り
あ
、
貴
方
ガ
ケ
の
下
で
発
見
さ
れ
た
っ
て
。
ま
さ
か
自
殺
・
・
し
た
の

？
」

「
―
―
そ
う
だ
よ
。
成
績
が
ビ
リ
に
な
っ
て
絶
望
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。
」
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「
・
・
今
言
わ
な
い
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
・
・
貴
方
お
腹
に
子
供
い

る
ん
で
す
っ
て
・
・
。
」

「
な
ん
と
か
中
の
子
無
事
で
す
っ
て
。
で
も
危
険
だ
か
ら
。

―
―
な
ん
で
気
付
か
な
か
っ
た
の
？
そ
の
前
に
あ
な
た
き
た
の
？
独
り
暮
ら
し

始
め
る
ま
で
き
て
な
か
っ
た
わ
よ
ね
？
」

１
９
で
こ
な
い
の
は
初
め
て
だ
、
と
医
者
に
言
わ
れ
た
ぐ
ら
い
だ
か
ら
。

「
独
り
暮
ら
し
始
め
た
日
に
あ
っ
て
・
・
運
命
か
な
？
ま
だ
２
年
も
た
っ
て
な

い
か
ら
、
不
安
定
な
だ
け
だ
と
思
っ
て
・
・
。
」

扉
が
開
い
て
る
。
・
・
あ
、
ｐ
ａ
ｐ
ａ
。

「
で
も
生
み
た
い
の
。

・
・
せ
っ
か
く
生
き
て
て
く
れ
た
か
ら
。
」

「
そ
の
あ
と
、
オ
レ
を
生
ん
だ
母
親
は
体
が
弱
く
な
り
、
病
気
に
か
か
っ
て
死

ん
で
し
ま
っ
た
。

祖
父
母
が
引
き
取
ろ
う
と
し
た
が
、
お
前
の
父
親
が
存
在
を
隠
す
為
に
施
設
に

無
理
矢
理
オ
レ
を
入
れ
た
。
認
め
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
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オ
レ
は
お
前
の
父
親
が
許
せ
な
い
。
オ
レ
を
妊
娠
さ
せ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
事

故
を
起
こ
し
た
こ
と
で
も
な
い
。

お
前
の
父
親
が
、
母
親
を
捨
て
て
の
う
の
う
生
き
よ
う
と
し
た
こ
と
。
そ
し
て

オ
レ
の
存
在
を
隠
す
―
―
認
め
な
い
こ
と
。
」

「
・
・
知
ら
な
か
っ
た
。
な
ん
で
君
は
僕
だ
け
に
・
・
話
し
た
の
？
」

和
田
千
里
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
か
、
床
に
ぺ
た
ん
と
腰
を
お
ろ
し
た
―
―

抜
け
た
み
た
い
だ
が
。

「
じ
ゃ
あ
な
。
オ
レ
は
行
く
。
」

「
あ
っ
、
待
っ
て
よ
！
」

逃
げ
る
よ
う
に
は
や
歩
き
で
屋
上
か
ら
去
っ
た
。

　
　
ユ
ル
サ
ナ
イ
。

　
　
貴
方
ダ
ケ
幸
セ
ナ
ン
テ
ユ
ル
サ
ナ
イ
。

　
　
―
―
ネ
ェ
、
イ
ズ
ミ
チ
ャ
ン
？

・
・
ま
り
あ
。
ア
ン
タ
は
オ
レ
の
夢
に
出
て
く
る
け
ど
、
何
が
言
い
た
い
ん
だ
？
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フ
フ
フ
フ
フ
・
・
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
３
 

ｉ
ｚ
ｕ
ｍ
ｉ
―
黒
幕
―
（
後
書
き
）

次
回
は
安
里
の
心
に
変
化
が
・
・
？
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
４
 

Ａ
ｎ
ｒ
ｉ
―
友
達
―
（
前
書
き
）

安
里
の
友
達
、
未
沙
は
み
な
み
と
も
関
係
を
持
っ
て
た
・
・
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
４
 

Ａ
ｎ
ｒ
ｉ
―
友
達
―

「
あ
ー
ん
ー
り
ー
！
こ
こ
分
か
ん
ね
ぇ
！
」

「
え
？
こ
こ
は
ね
・
・
」

入
学
式
か
ら
早
１
ヶ
月
が
た
っ
た
。

私
は
、
岡
月
未
沙
―
オ
カ
ツ
キ
ミ
サ
―
と
一
番
仲
が
い
い
。
今
も
お
弁
当
を
一

緒
に
食
べ
て
い
る
所
。

未
沙
は
い
か
に
も
ギ
ャ
ル
で
、
中
も
見
た
目
通
り
。

友
達
と
言
え
ば
、
部
活
で
矢
川
小
明
―
ヤ
ガ
ワ
ア
カ
リ
―
と
も
仲
良
く
な
っ
た

け
ど
、
小
明
は
人
気
者
だ
し
・
・
。

「
安
里
？
安
里
ィ
～
。
」

「
ん
っ
、
何
？
え
ー
っ
！
」

高
校
生
？
ら
し
き
人
に
囲
ま
れ
て
た
・
・
。

「
お
っ
未
沙
！
ん
？
・
・
何
こ
の
女
。
」
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嫌
な
予
感
が
す
る
。
こ
の
人
達
高
等
部
っ
ぽ
い
制
服
着
て
る
け
ど
、
違
う
。
校

章
が
な
い
し
・
・
。

「
ん
じ
ゃ
あ
ね
ぇ
～
、
ク
ラ
ブ
い
こ
ー
っ
！

あ
、
コ
イ
ツ
安
里
～
！
」

怖
い
。

未
沙
が
未
沙
じ
ゃ
な
い
み
た
い
。

「
や
っ
！
」

気
が
付
い
た
ら
、
逃
げ
出
し
て
た
。

結
局
ギ
リ
ギ
リ
で
授
業
に
間
に
合
っ
た
。

「
明
石
み
な
み
！
ま
た
遅
刻
か
っ
！
」

「
う
る
せ
ぇ
な
ぁ
～
。
な
ん
で
も
い
い
だ
ろ
！
」

そ
の
後
、
順
調
に
授
業
が
終
わ
っ
た
。
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チ
ャ
ラ
ラ
リ
ー
ン
♪

　
　
チ
ャ
ラ
ラ
リ
ー
ン
♪

「
う
ま
く
い
っ
て
る
？
和
田
安
里
し
ば
き
。

・
・
ア
イ
ツ
お
と
な
し
そ
う
な
顔
し
て
る
ク
セ
に
や
り
手
！
い
つ
も
千
里
ク
ン

待
た
せ
て
一
緒
に
帰
っ
て
ん
の
！
！
超
ム
カ
つ
く
ん
で
す
け
ど
！
」

「
み
な
み
、
実
は
あ
い
つ
ね
・
・
イ
タ
イ
目
み
て
も
ら
お
う
ゼ
★
」

「
お
疲
れ
様
！
小
明
！
」

「
お
疲
れ
っ
！
・
・
あ
ん
ま
い
い
た
く
な
い
ん
だ
け
ど
、
安
里
、
今
日
ち
ら
っ

と
聞
い
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
」

「
何
を
？
」

「
岡
月
さ
ん
、
安
里
の
こ
と
あ
ん
ま
よ
く
感
じ
て
な
い
み
た
い
だ
よ
？
」

「
え
っ
、
未
沙
が
？
ま
さ
か
～
！
」

「
そ
う
だ
よ
ね
！

・
・
そ
う
い
や
明
石
先
輩
と
ど
ー
な
っ
た
！
？
」

「
―
先
輩
、
彼
女
い
る
ん
だ
っ
て
・
・
ハ
ァ
。
」

「
そ
っ
か
、
あ
、
で
も
安
里
な
ら
大
丈
夫
だ
よ
！
」
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「
ア
リ
ガ
ト
。
じ
ゃ
あ
ま
た
明
日
ね
！
バ
イ
バ
イ
！
」

明
石
先
輩
は
私
の
好
き
な
人
。
６
月
の
試
合
が
終
わ
っ
た
ら
、
フ
ラ
れ
る
覚
悟

で
告
白
す
る
っ
て
小
明
と
約
束
し
た
（
小
明
が
勝
手
に
し
た
ん
だ
け
ど
。
）

「
せ
ー
ん
り
ー
！
」

「
遅
く
な
っ
て
ゴ
メ
ン
！
今
日
掃
除
で
さ
。
今
日
は
颯
太
と
ア
ツ
シ
と
一
緒
だ

よ
！
」

「
ほ
～
。
さ
て
は
、
何
か
い
い
こ
と
あ
っ
た
で
し
ょ
？
」

す
る
と
ソ
ー
ダ
が
口
を
開
い
た
。

「
は
い
、
オ
レ
、
山
田
颯
太
が
英
検
受
か
り
ま
し
た
ー
！
」

「
お
め
で
と
ー
！
ソ
ー
ダ
！
」

「
今
日
は
ど
っ
か
寄
ろ
う
ぜ
！
」

と
あ
っ
つ
ん
。

「
と
言
う
か
、
ソ
ー
ダ
っ
て
俺
も
呼
ぼ
っ
と
！
い
い
よ
な
？
ソ
ー
ダ
！
」

「
・
・
ア
ツ
シ
は
言
い
出
す
と
聞
か
な
い
か
ら
な
・
・
。
好
き
に
し
ろ
・
・
。
」

「
ど
こ
行
く
？
僕
、
ケ
ー
キ
屋
の
ク
ー
ポ
ン
今
日
も
ら
っ
た
よ
？
」

「
ナ
イ
ス
千
里
！
私
、
新
作
の
ケ
ー
キ
食
べ
た
か
っ
た
の
！
」
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「
じ
ゃ
あ
行
こ
う
ぜ
！
」

ま
さ
か
、
夢
に
も
思
っ
て
な
か
っ
た
の
。

裏
切
り
、
っ
て
言
葉
が
身
近
に
あ
る
な
ん
て
・
・
。
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ｚ
ｅ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
４
 

Ａ
ｎ
ｒ
ｉ
―
友
達
―
（
後
書
き
）

次
回
は
ア
ツ
シ
が
メ
イ
ン
の
予
定
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n2800d/
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